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インド初、最大のボランティア団体

7つのiVolunteerセンターを通じてインド全土に展開

CII - India@75 initiative for Pro-bonoのメンバー（アドバイザリーボード創設者）

米国ポインツ・オブ・ライト財団インド代表

グローバル・プロボノ・ネットワーク創設メンバー

500以上の信頼できるNGOのネットワーク

12の影響分野教育、貧困削減、環境、健康、HIV-AIDS、ジェンダー平等、人権、障害、

青少年福祉、高齢者福祉、児童福祉、積極的市民活動

iVolunteerについて

http://www.ivolunteer.in
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◆ 企業ボランティア、CSR、技術サポートのためのワンストッププラットフォーム

◆ 私たちは、a)企業の価値観、b)従業員の学習と能力開発、c)CSRの目標を統合した、カスタマイズされたボランティ

ア・サービスを提供します。

◆ 私たちは、調査や設計のサポートを通じて、企業が独自のボランティア・プログラムを構築できるよう支援します。

◆ 私たちはテクノロジーを、追跡や報告のためだけでなく、オンライン・ボランティアを鼓舞するためにも活用してい

ます。

◆ 私たちの3つの主要なステークホルダーとは、会社、従業員個人、そして大義／NGOです。

◆ 私たちは、全国的な賞の取り組みである「iボランティア・アワード」を通じて、ボランティア活動を称えています。

AND

私たちは、あなたの強みを理解し、それを活かして、強力なボランティア文化を創造するお手伝いをします。

私たちは何が違うのか？

http://www.ivolunteer.in
https://www.ivolunteer.in/awards
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コーポレート・パートナー 機関パートナー

重要なパートナー
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初心者からアンバサダーまで

伝道者

愛着ある人

宣伝する人

経験者 意識、共感、個人的行動

原因の理解

構造化されたエンゲージメント; ソリューション

仲間やリソースを集め、アドバイザリーボードに参加する



ボランティア活動の影
響

(ボランティア
＆コミュニティ）

方針
（可能にする）

エンゲージメント
（持続）

レコグニション（や
る気を起こさせる

）

企業ボランティアの取り組み

iVolunteerサービスの主要原則：

1. 個人の選択、雇用者のサポート

2. 双子の目標 - 従業員エンゲージメントと

地域社会への影響

3. 表彰と説明責任



非営利組織の課題

スコーピングの課題

ニーズを考える

ボランティア可能なプロジェクトに発展させる

ボランティアが理解できる言葉で書く

人々が興味を持つように売り込む

プロジェクト管理

ボランティア／プロジェクトに利用可能なサポート

トレーニング / オリエンテーション

継続的な校正

最終結果を利用する

評価する

リ・エンゲージメント

チームの稼働率と能力



バーチャル・ボランティア

サービスの提供を直接支援する（通常はプロボノではない）

ドメイン/業種が一致する場合のみ 例：教育

組織のリーチと効果を強化する

人事、財務、コミュニケーション、テクノロジー、オペレーション

戦略的

目的、戦略、リーダーシップの強化
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バーチャル・ボランティア：

❑ 楽しみながら学べる大規模プロジェクト - バーチャル

プラットフォームでの1回限りのグループ活動

❑ 受益者との小規模ボランティア活動 - NGOの受益者と

ボランティアがバーチャルのプラットフォーム上で行

う活動。

スキルベース・ボランティア：（バーチャル／オン・グラウ

ンド）

❑ インパクト・プロジェクト：明確な成果物を伴う個別

プロジェクト

❑ スキルマラソン：8～12人のボランティアグループに

よるスキルベースのプロジェクトを1日で実施。

実践的なボランティア活動：

★ グループ・ボランティア - 現地での実地ボランティアを利用

した1回限りのグループ活動

★ 継続的なボランティア・プロジェクトの管理 - ボランティア

を強化するための複数の関与

目的より強固な地域社会づくりに貢献する持続可能な方法とし

て、従業員とその家族のボランティア活動を推進する：

● ボランティアの多様な露出

● リーダーシップ開発ツール

● ボランティア・エンゲージメントの強化

企業ボランティアのモデル

http://www.ivolunteer.in
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没頭する：

変革的エンゲージメントのボランティア・モデル。社員はボラ

ンティア活動を通じて、自分自身の学習と成長に影響を与え、

それによって個人と職場の両方の状況にプラスの影響を与える

ような旅に参加する。

ホワイトボード・クラブ

❑ バーチャル -ボランティアとNGOのための地理的拡大

❑ ミックス・ボランティアのプロフィール - 若手から中堅

幹部まで

❑ プロジェクト詳細：ボランティア初参加の一部

❑ 言語の制約なし

❑ ピアグループ（WhatsApp）：コミュニティの構築

❑ リレーションシップ・マネージャー（iVolunteer）によ

る毎週のフォローアップ

社会的サバティカル：

❑ 企業のプロフェッショナルが、信頼できる開発組織

とインパクトのあるプロジェクトを通じてスキルと

専門知識を共有することで、社会的サバティカルを

実施できる特別なプログラム。

ホワイトボード

❑ 8～10人の上級管理職からなるグループが準役員会

を構成し、ホワイトボード参加期間中、各自の機能

的スキルをボランティアとして提供し、問題解決の

スキルを構築するために組織を指導することで、

NGOの戦略的ニーズに対応する。

企業ボランティアのモデル ...

http://www.ivolunteer.in
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バーチャル・ボランティア@クレジット・スイス

目的

• 持続可能な「恩返し」の方法として、従業員とその家族

にボランティア活動を奨励する。

• 非営利団体に総合的な支援を提供する。

インパクトとリーチ：

• 2021年：2000人以上のボランティア、4000時間以上

• インド各地の保護施設や孤児院と協力し、オンライ

ン・クラスや楽しいアクティビティを支援する。

• 2020年：8000人以上のボランティア、2万時間以上、

• 全年齢層を対象に、さまざまな言語でオーディオス

トーリーを提供。

スキルベース・ボランティア@フォード・インド

目的

• 従業員／ボランティアに、技能に基づくボランティア活

動の実践を浸透させる。

• 非営利団体に総合的な支援を提供する。

• ボランティアのスキルアップツール

インパクトとリーチ：

• 2018年、Ford IT in Chennaiの25人のボランティアは、5つ

のNGOで9つの技術ベースのソリューションを提供する

ボランティア活動を行った。

• 必要に応じて、ウェブサイトやアプリの制作を通じてボ

ランティアをサポート。

• NGOの専門家を指導し、ソリューションを使用できるよ

うに訓練し、今後6ヶ月間指導した。*スキルベースのプロジェクトのほとんどは、
現在バーチャルで実行されている。

バーチャル＆スキルベース・ボランティア

http://www.ivolunteer.in
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社会的サバティカル＠ネッスル

目的

企業のプロフェッショナルが、信頼できる開発組織とインパクト

のあるプロジェクトを通じてスキルと専門知識を共有することで、

社会的サバティカルを実施できるようにする。

インパクトとリーチ：

• デリー、チェンナイ、ムンバイ、コルカタにおいて、5件のイ

ンパクトの大きいコミュニティ・プロジェクトを実施した。

• マネージャー・レベルの従業員10人がボランティアとして、

NGOとともにコミュニティ・プロジェクトを実施した：

• 栄養だ、

• 男女平等、

• キャパシティビルディングと

• 健康と衛生

ホワイトボード@タイタン、ボッシュ＆シーメンス

目的

マーケティング、人事、財務、企画、ガバナンス、コミュ

ニケーションなど、組織運営の中核となる機能において、業界

のシニア専門家パネルによる戦略的アドバイザリーでNGOを支

援する。

インパクトとリーチ：

• 8人のハイ・ポテンシャル・マネジャー（HiPos）。

初年度はタイタンとボッシュ、現在はシーメンスも

参加

• 5つのNGOと14のインパクトの大きいプロジェクト

• コミュニティやNGOのリーダーとの深い関わり

サバティカル＆ホワイトボード

http://www.ivolunteer.in
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目的より強固な地域社会づくりに貢献する持続可能な方

法として、従業員とその家族のボランティア活動を推進

する：

インパクトとリーチ：

• 2017:

• 5500人のボランティア、17000時間以上、1日

• インパクトとリーチ7都市9校と11のNGO/公的パ

ートナー

• 2018:

• 6152人のボランティア、22500時間以上、1日

• インパクトとリーチSwachh Bharatのもと、7都市

11カ所の公共スポットが生まれ変わりました。

目的

• ボランティアの多因子暴露

• リーダーシップ開発ツール

• ボランティア・エンゲージメントの強化

インパクトとリーチ：

• 2018:1057人のボランティアが70のプロジェクトに参加し、児

童福祉、高齢者福祉、青少年福祉、商業的性産業従事者、教育

活動への感化を受けた。

• 2019年：1165人のボランティアが、高齢者、青少年福祉、青少

年・子ども・女性の能力開発、市民意識の向上、環境福祉に関

する65のプロジェクトに参加した。

大規模エンゲージメント @ シティバンク 定期プロジェクト @アメリカン・エキスプレス

グループ・ボランティア

http://www.ivolunteer.in
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バーチャル・ボランティア
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シャラブ・サハイ

shalabh@iVolunteer.in

免責事項

この文書はiVolunteerの知的財産です。

この文書の内容は、iVolunteerとのパートナーシップ

の可能性を検討するためのものであり、その目的のた

めに使用されます。

iVolunteerの書面による事前の許可なく、この文書の

全部または一部を共有、引用、参照することはできま

せん。

http://www.ivolunteer.in
mailto:shalabh@ivolunteer.in?subject=Corporate Volunteering emquiry

